
第 4次播磨町総合計画中間見直し 議事概要 

 

日 時      平成 28年 1月 28日（木） 14：00 ～ 16：00 

場 所      播磨町役場 第一庁舎 3階 BC会議室 

出席者      【平成 27年第 4次播磨町総合計画中間見直しに係る懇談会委員】 

         中川 美知代（播磨町商工会） 

         森野 六男 （自治会連合会） 

         新留 節子 （連合婦人会） 

         南島 和久 （学識経験者） 

         近藤 龍樹 （社会福祉協議会） 

         春山 健太 （新島連絡協議会） 

         平崎 泰彦 （税理士） 

         井澤 妙子 （住民代表） 

         大北 智子 （住民代表） 

         【事務局】 

         清水 ひろ子（町長） 

         三村 隆史（副町長） 

         横田 一 （教育長） 

         森本 貴浩（理事） 

         角田 英明（理事） 

         平郡 利一（理事） 

         福田 宜克（理事） 

         高倉 正剛（理事） 

         岡本 浩一（企画グループ統括） 

         堀江 直美（企画グループ） 

         濱田 祐輔（企画グループ） 

欠席者      北 幸治  （労働者福祉協議会） 

         高島 安郎 （教育・福祉関係） 

 

１．開会 

２．あいさつ 

３．会長、副会長選出 

４．審議 

 

 （１）第 4次播磨町総合計画中間見直しについて 

 



会 長）播磨町の総合計画について、9頁をご覧いただきたい。そこに基本目標 5つが書か

れてある。10頁に政策が 12項目の政策が軸になって協議していくことになると思う。

その後に施策・事務事業がついてくるが、本日の議論の中心はこの施策レベルと考

えている。それを骨格に事務局より説明があると思う。 

 

（事務局 資料の確認及び説明） 

 

会 長）町長のほうから補足があれば、お願いしたい。 

 

事務局）補足というより、非常にボリュームがあるので、皆様のご関心のあるところをご

質問いただけたらと思う。 

 

会 長）人口ビジョン・総合戦略を策定したことによって、基本計画も半分程度が書き換

わったとご理解いただければと思う。資料については、特に重要なところについて

ご説明いただいた。 

 

委 員）25 頁の歴史的・文化的資源の保存に関係して、今里傳兵衛の新井の道筋について

整備がされればいいのにと思う。加古川市はグリーンロードとして整備されている。

あと、ふるさと納税はどうなっているか。 

 

事務局）新井については、新井の団体が町へ改修を依頼されており、町でも対応するよう

にしている。県にも協力していただき、広域的に整備をしていきたいと要望をして

いる。終点の大池については石碑等も集約し、管理用通路の整備など大池の周辺を

含め整備をしている。ふるさと納税については、播磨町の場合は、他市町と比較し

てもあまり多くない。ふるさと納税を PR することで、かえって自分の生まれ故郷へ

寄付する行動につながるのではということで、あまり積極的に PR活動もしていない。

特産品よりも商工会と協力し、キャラクターグッズ等を検討している。 

 

委 員）ローリング方式によって、検証している限り、大きく逸脱することはないと理解

している。時代の流れで文面を修正する、例えば、37 頁については、コンビニの周

知ができるようになったので文面が変わったということは良くわかる。一方、新し

い文言を入れるとき、誰がどう入れていくのか教えていただきたい。 

 

事務局）見直しに当たっては、時点修正が必要になってくる。具体的には内容について専

門知識のある担当グループが内容について精査し、庁議において、全庁的な視点を

持って整合性を図りながら検討を重ねている。 



 

事務局）次年度に向けての新たな政策は、半年ほどかけて検討している。時代のニーズに

合ったものについてや、こういうものをやってみたいというものをトップダウンで

も示し、庁議や担当グループで検討する。ただ、施政方針も総合戦略も、総合計画

から大きく逸脱してはいけないものと考えている。 

 

委 員）31 頁のまちづくり指標について、子育て相談件数が増えることが体制の充実だと

思うのか。 

 

事務局）必ずしもそうではない。ただ、以前は相談したくてもできなかった場合もあると

思う。相談が多いほうがいいのか、相談しやすいほうがいいのかについては、両親

だけでなく多くの人が介在することによってきめ細かく、子育ての問題に対応でき

ると思う。ご指摘のように、相談件数が多いイコール良いということでなく、相談

体制がワンストップでできる体制が整いつつあるということでご理解いただきたい。 

 

委 員）よい見直しができたと思う。従来は抽象的な文言であったが具体性が増した。よ

い改正だと思う。 

 

委 員）89 頁の満足度調査結果を見ると、ほとんどが上がっている、下がっているものが

ないということから、住民は満足していると思う。その中で 88頁の満足度の低い項

目についても、努力は見えるが、もう少し頑張ってほしいと思う。 

 

会 長）今日いただいた意見を踏まえ、事務局で改定作業を進めていただきたい。この件

は、会長に一任を賜りたい。どこをどう変えたかについては、委員の皆様に再度ご

説明を事務局にはお願いしたい。委員の皆様もご意見があれば後程事務局へご連絡

いただければと思う。 

 

５．閉会 


